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研究成果の概要（和文）：本研究では、第二次大戦後のアジアにおける高度経済成長の資源・エネルギー的基盤を検討
し、その地球環境への影響について考察した。成長アジアが近年の世界経済の「化石資源」化を主導したこと、自由貿
易と開発主義がそれに大きく貢献したこと、同時に、アジアがエネルギー節約型技術をリードし、化石資源や食糧の自
由な貿易によって高度成長と都市化を実現したことが、水やバイオマス・エネルギーのような非貿易財に近い資源の枯
渇を招いたことも明らかになった。これらの因果関係を歴史的に実証することは簡単ではないが、問題の所在と研究課
題が明らかになり、一部のテーマについて実証研究を進めることができた。

研究成果の概要（英文）：This study attempted a historical investigation into the question of how resource 
and energy had been secured during the high-speed economic growth in Asian countries in the postwar 
period, and its impact on global environmental sustainability. We found that the demand for fossil fuels 
and other resources from growth Asia were mainly responsible for the growth of the fossil-fuel-based 
world economy. We also identified that the principle of free trade and ‘developmentalism’ contributed 
to Asia’s high-speed growth. At the same time, while both imports of fossil fuels and food and the 
industrial competitiveness through the development of energy-saving technology were essential to Asia’s 
growth and urbanization, they also caused the scarcity of other essential resources, such as water and 
biomass energy, which are relatively difficult to trade. This study identified these key issues and 
produced some case studies.
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１．研究開始当初の背景 
 
「東アジアの奇跡」は、世界の資源・エネル
ギー需要にいかなる変化を巻き起こしたの
か。原油の域外（主として中東）依存は高度
成長期の日本で始まり、他のアジア諸国にも
広がった。地域大の成長が進むにつれて他の
資源・エネルギーもしだいに域外への依存を
強めた。成長はまた、アジア域内でも森林伐
採や公害などの環境問題を起こしてきた。他
方、早くからエネルギー節約型の技術の発展
に熱心だったのもこの地域である。 
 
いったいこうした変化は、地球環境・エネル
ギー問題の発生・展開にどのような役割を演
じたのか。それは、世界の他の地域に環境負
荷を加えることによって、これまで先進国が
主導してきた地球環境の持続性の維持、ある
いは環境と経済の均衡発展径路の模索とい
った問題に、いかなる変化を促したのか。そ
して、そうした問題の解明に取り組むために
は、どのような学術的知識が必要とされるの
か。これが本研究開始時、背景にあった問題
意識である。 
 
方法的、人脈的、組織的な背景としては、研
究代表者が拠点リーダーを務めたグローバ
ル COE「生存基盤持続型の発展を目指す地域
研究拠点」（2007－2012 年）における文理融
合型の学際研究、および科研基盤 B「『化石資
源世界経済』の興隆と森林伐採・環境劣化の
関係に関する比較史的研究」（2009－2012年)
の二つのプロジェクトから継承したものが
大きい。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、第二次大戦後の東アジア、
東南アジア（そして最近の南アジア）におけ
る高度経済成長の資源・エネルギー的基盤を
世界経済史の観点から検討し、「東アジアの
奇跡」がもたらした地球環境への影響につい
て、基礎的な実証研究と方法的考察を進め、
関連するデータを提供することによって、現
代環境経済史とでも呼ぶべき新しい領域の
開拓に貢献することである。 
 
３．研究の方法 
 
方法的な研究では、グローバル COE から継
承した「生存基盤論」の進化を目指して、内
外で研究交流、意見交換を行い、環境問題の
知見と経済史の方法の融合を試みる。実証面
では、主として貿易データを加工することに
よって本テーマにとって基礎的な歴史的事
実を確認するとともに、資源制約の発生、克
服のメカニズムについて検討する。同時に、
研究分担者による産業史、産業政策史、貿易
史、エネルギー政策史、バイオマス社会史な
どと連携しつつ、新分野の形成を図る。 

４．研究成果 
 
（１）グローバル COE の成果（論文(9)：図
書：(18)-(21)）を踏まえ、杉原研究室におい
て関連統計を加工、分析し、環境指標（学会
発表(31), (32): 図書(1), (3)）、貿易統計（学会
発表(30): 図書(7), (8)）について、その成果の
一部を刊行した。前者では生存基盤指数の具
体的な指標を、インドを事例として多面的に
示した。後者では、世界の第一次産品貿易に
おける「土地・バイオマス起源の食料・原料」
から「化石資源・鉱物資源」への品目構成の
急速な移行、および第二次大戦後のアジア太
平洋経済圏の変動についての大きな見取り
図を示し、あわせて戦後アジアの開発主義と
開発主義的国際秩序の性格を論じた。 
 
（２）石川、杉原は、熱帯（主として東南ア
ジア、特にスマトラ・リアウとマレーシア・
サラワク）のバイオマス社会における第一次
産品輸出経済の構造と歴史を検討し、輸出産
品の激変と現地社会の環境との関わりを論
じた（学会発表(1), (10), (15), (16), (22)-(24), 
(37): 図書(23), (24), (31)）。また、生存基盤論
の発展として、住民の生存動機に注目し、グ
ローバルな環境保全の動きや国家の統治動
機、多国籍企業の利潤動機と並んで、生存動
機がローカルな発展径路を強く規定してい
ることを示唆した。 
 
（３）杉原は、地球環境の持続性に関する国
際イニシアティブである Future Earth の活動
に関わり、本研究の問題提起とその内容を、
とくにモンスーン・アジアの環境的特徴と関
連づけて論じた（論文 (1), (2)：学会発表
(3)-(6)）。その一部、特にローカルな資源制約
の克服の歴史については Cambridge World 
Historyに掲載される論文（2015年 5月刊行）
で論じた。バイオマス資源の開発、森林伐採、
環境劣化への各国・地域の対応は、歴史的に
も貿易レジームの開放性と密接に関係して
いたと考えられる。 
 
（４）小堀は、主著で展開した日本における
エネルギー節約型技術の発展についての研
究を踏まえ、戦後の資源・エネルギー開発政
策を精力的に追究し、資源制約の克服の仕方
が経済発展径路を決めるのではないかとい
う本研究の構想に大きな影響を与えた（論文
(7), (12), (15): 学界発表(13), (25)-(28), (38): 
図書(17), (32)）。また、その他のアジア地域の
資源・エネルギー戦略の性格を理解する場合
にも、日本のエネルギー節約型技術の影響が
重要であることがわかった。 
 
（５）久保、岡崎、籠谷は、産業史、産業政
策史、貿易史について業績を上げる（論文(5), 
(6): 学界発表(9), (11), (17), (20): 図書(13), 
(15), (27)-(30)）とともに、本研究の活動に参
加し、それぞれ中国、日本の経済史とアジア



国際経済史につき、関連する知見を提供した。 
 
（６）労働集約型工業化についての研究（図
書(9)-(11)）が国際的に注目されていることも
あって、本研究の参加者は、英語圏で頻繁に
成果を発表した。今後、本研究の成果が国際
的にさらに議論されることが期待される。 
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